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■特集　平成22年度決算報告 ３～７Ｐ

■地域福祉計画策定に向けて ８・９Ｐ

■高校再編 10Ｐ

■原子力の安全対策・交通安全 11Ｐ

■福祉のおしらせ／環境など 12・13Ｐ

■ほっとにゅ～す 14・15Ｐ

■人権／みどりいっぱいなど 16・17Ｐ

■市政の動き／座ぶとん会議、市長コラム

18・19Ｐ

■入札／各種催し 20・21Ｐ

■健康 22・23Ｐ

■多文化共生、消費生活相談／文化財 24・25Ｐ

■インフォメーション 26・27Ｐ

■裏表紙　ながはま百景、SMILE 28Ｐ

平成23年12月１日号

長浜きもの大學2011
和楽衣～ワライ・笑～

表紙の写真は、11月19日（土）に中心市街
地一帯で開催された「長浜きもの大學2011」
の一講座、万華鏡教室でのひとコマです。
この長浜きもの大學は、10月の長浜きもの

大園遊会と並び長浜が誇る和装イベントで、
男女問わず、幅広い年齢の人に着物姿で、い
ろいろな講座を楽しんでもらおうと開かれて
いるものです。
今年は、ものづくりから長浜の歴史や文化

を学ぶものまで29の講座が用意されており、
参加者はその中から事前に選んだ２つの講座
を、午前と午後に分けて満喫していました。

今 月 の 表 紙
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会計の区分
地方公共団体の事務は多岐にわたっており、一つの会

計ですべてを処理するのは困難です。
そのため、一般会計と特別会計に区分し、お金の流れを
わかりやすくしています。

一般会計
福祉・教育・道路整備など、地方公共団体がすべき基

本的な事業を経理する会計です。収益をもたらすもので
はないので、主に市税でまかなわれています。
特別会計
特定の事業を行うための会計です。長浜市には、国民

健康保険事業、公共下水道事業など全部で13の特別会計
があります。
企業会計
公営企業の会計です。長浜市では、病院事業、水道事

業、介護老人保健施設事業を企業会計で運営しています。

歳入総額 
657億4,880万円 

前年度比 
16億2,293万円（2.6％）増 

 

歳出総額 
650億5,366万円 

前年度比 
36億4,494万円（6.0％）増 

 

市民１人あたりのサービス 

52万円 
平成23年４月１日現在の人口（125,418人）で算出 

歳入歳出差引算額 
６億9,514万円 

市税184億2,400万円 
皆さんからの市民税（個人・法
人）、固定資産税など 

総務費 
182億3,781万円 
選挙や自治振興、内部管理、各
支所の維持管理にかかるお金 

民生費 
156億3,754万円 
高齢者福祉、しょうがい福祉、
児童福祉、生活保護等にかかる
お金 

公債費 
92億4,528万円 
借金返済のためのお金 

教育費 
76億7,736万円 
学校教育や生涯学習にかかるお金 

衛生費 49億4,270万円 
医療や環境保全にかかるお金 

土木費 33億6,708万円 
道路の維持管理や除雪にかかるお金 

農林水産業費 25億8,489万円 
農業等の振興のためのお金 
消防費 16億9,870万円 消防活動のためのお金 

地方交付税 
176億2,127万円 
人口や税収に応じて国から再配
分されるお金 

諸収入 
47億395万円 
貸付金の元利収入など 

繰越金 27億1,651万円 各種交付金等 
16億1,941万円 

その他 13億6,266万円 

昨年度から繰り越したお金 
繰入金 24億4,853万円 
基金から繰り入れるお金 

国庫支出金 
68億5,916万円 
国が特定の事務事業に対して交
付するお金 

市債 
58億8,710万円 
市の借金 

県支出金 35億8,982万円 
県が特定の事務事業に対して交付するお金 

商工費 13億6,353万円 産業や観光振興のためのお金 

0.4％ 2.5％ 

0.7％ 

市民１人あたりの負担 
14.7万円 

国や県が徴収した税のうち 
市町村に配分されるお金 

地方譲与税 
５億1,639万円 

議会費 
２億6,429万円 
市議会の活動・運営の 
ためのお金 

0.05％ 

労働費 3,448万円 
失業対策や勤労者の福利厚生 
のためのお金 

構成比 
28.0％ 

構成比 
28.0％ 

26.8％ 

10.4％ 

9.0％ 

7.1％ 

5.4％ 

4.1％ 

3.7％ 

2.3％ 

24.0％ 

14.2％ 

11.8％ 

7.6％ 

5.2％ 

4.0％ 
2.6％ 
2.1％ 

人件費、定額給付金、合併関
連、選挙経費は減少しました
が、将来への備えとして公有
財産購入や積み立ての増額を
行ったため、前年度よりも
13億1,100万円増えました。 

子ども手当の財源として13
億6,952万円、生活保護費
の財源として４億7,753万
円増加しました。 

子ども手当24億1,903万円
を支給しました。 

高時小学校改築６億5,922
万円、神照小学校整備５億
3,756万円、びわ中学校整
備１億1,825万円、神照幼
稚園整備２億1,009万円、
新学校給食センター整備
8,069万円などを行いました。 

健全財政への取組みとして、
市債21億6,327万円を繰り
上げて返済しました。 

個人市民税は前年度に比べて
６億1,861万円減少しまし
たが、企業収益の改善により、
法人市民税は17億4,872万
円増加しました。 

決算規模は、歳入657.5億
円、歳出650.5億円となり、
繰り越し財源1.8億円を除
いた後の実質収支は5.1億
円の黒字となりました。 

繰越財源 
１億8,294万円 

実質収支 
５億1,220万円 

一般会計
※歳入・歳出とは…地方公共団体の
一会計年度における収入・支出
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特別会計

企業会計

資産状況
基金
特定の事業を行ったり、財源が不足したりすると
きに使う市の貯金
●残高（平成23年４月１日現在）265億円
財政調整基金58億円など25基金

財産
■公有財産　　土地/816万㎡

建物/延べ面積　62万㎡
有価証券/４億円
出資による権利/3.4億円など

■物品　　　　1,113点（台）
●貸付金等　　8.3億円

木之本・高月水道事業
収入　２億7,159万円　　支出　２億8,440万円

差し引き　△1,281万円
今後、水需要の低下が進み、厳しい状況に向かうと考え

られますが、安全で安心な水道水の安定供給のため、施設
の維持管理を適切に行い、統合によるスケールメリットを
活かした経営の効率化に努めていきます。

老人保健施設事業
収入　３億8,357万円　　支出　３億8,601万円

差し引き　△244万円
高齢化が進む湖北地域の介護ニーズに応えるべく、入所

者定員を30床から84床に増床し、事業を行っています。
施設改修等ハード面を整備し、介護職員の確保・育成に

努め、介護サービスの質の向上を図りました。

長浜病院
収入 123億5,982万円　支出 113億8,327万円

差し引き　９億7,655万円

湖北病院
収入　24億542万円　　支出　24億8,136万円

差し引き　△7,594万円

長浜病院は、総合病院としての高度医療の提供や病院改革プランに基づく取組みなどにより２期連続で黒字決算となり、
累積欠損金も2,784万円までに改善することができました。
一方、湖北病院は高齢化率の高い地域における唯一の有床医療機関として、地域医療に取り組んでいますが、慢性的に

医師・看護師が不足し、厳しい経営環境となっており、外来・入院ともに患者数が減少、赤字となりました。
持続可能な運営のため、経営の効率化や見直しに努め、それぞれの病院が強みを発揮し、弱みを補完できる体制を整備

するとともに、地域の皆さんが安心できる医療環境を構築し、経営の健全化を行っていきます。

病院事業

区　　分

国民健康保険

診療所

老人保健

後期高齢者医療保険

介護保険

休日急患診療所

公共下水道

農業集落排水

簡易水道

歳　　入

114億2,147万円

５億3,534万円

1,110万円

10億８６４万円

86億6,631万円

2,890万円

50億3,920万円

13億5,420万円

６億6,426万円

歳　　出

113億8,070万円

４億9,845万円

151万円

９億9,758万円

86億3,872万円

2,440万円

50億3,724万円

13億5,417万円

５億962万円

差し引き

4,077万円

3,689万円

959万円

1,106万円

2,759万円

450万円

196万円

３万円

１億5,464万円

１人あたりの医療費が伸び、国
保財政を圧迫しました。
永原診療所のけん引装置とマイ
クロ波治療器を更新しました。
後期高齢医療制度へ移行し、平成22年
度で特別会計の設置が終了しました。
本市では保険料の徴収・窓口業
務を行っています。
１人あたりの医療費が伸び、給付費等が
増加、基金の取り崩しを行いました。
新規開設により、総合病院の医療ス
タッフへの負担が軽減しました。
下水道整備はほぼ終了し、現在は浸水対策
として雨水渠整備に取り組んでいます。
職員による管理や業務委託などにより、
維持管理費の削減に努めました。
浅井・湖北・木之本・余呉・西浅井
地域の安定給水に取組んでいます。

特　　徴

キーワード①

財政指標
Ｑ．市の財政状況はどのように判断しているの？

Ａ．自治体財政の健全性は、４つの指標で判断されています。長浜市はすべての指標
で基準をクリアしています。

キーワード②

市債
Ｑ．市債ってなに？

Ａ．市債とは、市の借金のことを指します。その額は、平成22年度末現在で一般会計、
特別会計、企業会計を合わせて1,331億７千万円、市民１人あたり106万円です。
前年度と比べて１億７千万円、市民１人あたり３万円減少しました。

キーワード③

地方交付税
特例措置

Ｑ．国や県から今まで通りお金をもらえるの？

Ａ．国や県からもらえるお金はだんだんと少なくなってしまうと予想されます。特に
国が地方に代わって徴収した国税を再配分する「地方交付税」は確実に減ってし
まうため、厳しい財政運営となることが予測されます。

健全化判断基準（平成22年度決算）

※この基準をこえると、財政再建のための計画をつくり、立て直しに取り組む必要があります

指　　標 内　　容

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

長浜市

赤字なし

赤字なし

14.3%

25.9%

一般会計を対象とした赤字の割合。

一般会計、特別会計、企業会計のすべての会計の赤
字の割合。
年間の借金返済額の割合。これが高いのは借金返済
に縛られていることを意味する。
将来負担が見込まれる負債の割合。これが高いと、
今後の財政運営に問題が出る可能性が高くなる。

早期健全化基準※

11.57%

16.57%

25.0%

350.0%

Ｑ．どうして借金をするの？
Ａ．将来にわたって費用を分担するためです。

市債は、学校や公民館など、世代を超えて長期間
使用する公共施設を作るときに発行します。
これは財源を補う目的のほかに、市債を分割して
返済することで、各年度の平準化を図り、将来の
世代の市民にも費用を公平に負担してもらうとい
う意味もあります。

Ｑ．では、推測される厳しい財政運営を前に、市はどのような取
り組みを進めているの？

Ａ．市の財政運営も家庭や民間企業のやりくりと同じです。先々
を見越して、切り詰めるところは切り詰め、使うべきところ
は使うなどして、限られたお金に見合ったムダのない財政運
営を行い、この長浜市を健全な姿で次代を担う子どもたちに
引き継いでいくことが大切です。
このため、未来にツケを残さない、持続可能な行財政経営の
確立を目指して、市債残高の削減をはじめ、職員数の適正化
や人件費の抑制、事務事業の効率化、公共施設の適正配置、
補助金・使用料の見直しなどの取組を進めています。

～地方交付税特例措置とは～
市町村合併による経費の節減は

直ちにできるわけではないので、
合併後10年間は別々の市町村が存
在するものとみなして、地方交付
税が算定されます。（長浜市は約
54億円）
しかし、この54億円が平成27

年度より段階的に削減され、平成
33年度以降は１つの自治体として
算定され、なくなってしまいます。

0

300

600

900

1,200

1,500

H20
企業会計 

629億 
6千万円 

609億 
6千万円 

（1,415億7千万円） （1,373億4千万円） （1,331億7千万円） 176億 
5千万円 172億 

3千万円 163億 
8千万円 

599億 
5千万円 

589億 
7千万円 

601億 
6千万円 

678億 
6千万円 

H21 H22
特別会計 一般会計 

（億円） 
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１．住民自治の確立

２．安全で安心して暮らせるまちづくりの推進

３．子育てと学びの環境の充実

４．若い人たちが定住できる環境の整備

自治会館建設
助成事業
1,024万円

市民主体のまちづくり
活動の拠点となる自治
会館を整備する費用の
一部を補助しました。

学校施設等改修・
耐震化推進事業
23億8,865万円
教育環境改善のため、学
校の施設改修および耐震
化推進工事を行いまし
た。

保育施設整備（支援）事業
５億6,519万円

保育サービス向上のため、公立保
育施設の整備、私立保育園整備の
ための補助を行いました。

緊急雇用対策事業
４億1,014万円

厳しい経済状況や雇用
環境の悪化への対策と
して、「ふるさと雇用
再生特別推進事業」、
「緊急雇用創出特別推
進事業」を活用し、事
業を実施しました。

学校運営協議会推進研究事業
836万円

地域の資源や特色を学校教育活動
に活かして行くための「学校運営
協議会」の設置に向けて、学校運
営協議会推進委員会を設置し研究
を進めました。

地域介護・福祉空間整備事業
１億4,588万円

いつまでも、住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、福
祉サービスの基盤を充実させるための補助を行いました。

子宮頸がんワクチン接種助成事業
3,709万円

子宮頸がんワクチンの接種費用を県内で先がけて助
成することで、子宮頸がん対策を推進しました。

子ども手当支給事業
24億1,903万円

法律の施行にともない、子どもを養育している親等
に子ども手当を支給しました。

防災体制の整備事業
4,900万円

老朽化した消防自動車の更新と耐震性貯水槽の整備、
自主防災資機材整備に補助を行いました。

６支所地域まちづくり
プラン策定事業
754万円

住民と協働し、地域特性を活
かしたまちづくりを推進する
ための計画を策定しました。

↑自治会館建設（八条町自治会）

５．長浜ならではの地域魅力と住み良さの向上

６．環境に気づかい、自然を守り育てるまちづくりの推進

江・浅井三姉妹博覧会開催事業
１億2,852万円

観光客誘致および地域経済の活性化のた
め、博覧会を開催、広域的な周遊を促進
し、宿泊滞在型観光の推進を図りました。

低炭素化社会づくり事業
902万円

地球温暖化に対する市民や事
業者等の意識の醸成を目指し
て各種施策を実施しました。

７．市民の誰もがいきいきと活躍できるまちづくりの推進
長浜市基本構想の
見直し事業
335万円

合併に伴う新たな特徴や課
題をふまえ、市民とともに
議論し、改定内容の素案を
作成しました。

林業振興対策事業
１億5,224万円

郷土の保全、琵琶湖の水質保全、
地球温暖化の防止のため、森林の
適正な管理を実施しました。また、
林業と山村の活性化を図ります。

長浜まちなか地区整備事業
1,979万円

長浜の歴史や伝統文化を活かしたま
ちなみ整備を推進するため、各種事
業に取り組みました。

８．未来を支えるたくましい経済基盤の整備
有害鳥獣対策事業
1,322万円

鳥獣による農作物への被害を防止するため、銃器や檻
による捕獲、花火等による追い払い、防護柵設置等へ
の支援を行いました。

バイオ産業推進事業
２億592万円

産業構造の多角化と高度化を推進し、雇用機会の増
大を図るため、バイオ産業を支援する各種事業を行
いました。

社会教育施設整備
事業

4,852万円
身近な学習の場、交流
の場となる公民館およ
び市民交流センターの
整備を進めました。

来場者100万人セレモニー→

太陽光発電→

↑西黒田公民館（予想図）

↑発芽大豆

←ツブリナ

↑武道場新築（びわ中学校）

↑とらひめ認定こども園整備
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福祉福祉

地
域
社
会
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

少
子
・
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
の
社
会

環
境
の
変
化
を
背
景
に
、
か
つ
て
の

地
域
社
会
が
当
た
り
前
に
共
有
し
て

い
た
住
民
相
互
の
日
常
的
な
つ
な
が

り
や
絆
が
希
薄
化
す
る
な
ど
、
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
日
常

的
な
人
々
の
つ
な
が
り
や
支
え
あ
い

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め

て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
近
年
２
度
の
合
併
を
経

て
、
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
と
と
も

に
地
域
の
豊
か
な
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
の
分
野
に
お
い
て
も
、
地
域

福
祉
の
あ
り
方
を
明
確
に
示
し
、
市

民
と
地
域
関
係
団
体
、
行
政
等
が
一

体
と
な
っ
て
め
ざ
す
べ
き
地
域
福
祉

の
将
来
像
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
福
祉
分
野

に
共
通
す
る
地
域
福
祉
の
総
合
的
な

推
進
計
画
と
し
て
、
長
浜
市
地
域
福

祉
計
画
の
策
定
（
平
成
24
年
度
）
を

進
め
て
い
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た

め
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

１．

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

こ
の
調
査
は
、
現
在
の
市
民
の
生

活
実
態
や
福
祉
に
関
す
る
意
識
等
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
方
向
性
を
定
め
る
た
め
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し

た
。

・
調
査
時
期：

平
成
23
年
８
月

・
配
布
数
　：
３，

０
０
０
件

・
回
収
数
　：
１，

３
０
７
件

・
回
収
率
　：

43．

６
％

２．

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
グ
ル
ー
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
開
催

地
域
福
祉
に
関
わ
り
の
深
い
団
体

の
代
表
者
に
、
地
域
ご
と
（
長
浜
・

東
浅
井
・
伊
香
地
域
）
ま
た
グ
ル
ー

プ
ご
と
（
高
齢
者
・
児
童
・
し
ょ
う

が
い
者
福
祉
）
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
福
祉
の

問
題
点
や
解
決
の
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
、
意
見
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

地
域
福
祉
に
お
け
る
課
題

こ
こ
で
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
意
見
の

中
か
ら
、
地
域
福
祉
に
お
け
る
主
な

課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
地
域
特
性
に
応
じ
た
住
民
自
治

○
気
象
条
件
、
過
疎
化
・
高
齢
化
と
い

っ
た
人
口
動
向
な
ど
地
域
ご
と
に
特

性
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
と
課

題
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
。

■
増
え
る
要
援
護
者
へ
の
対
応

○
高
齢
化
等
が
進
む
中
、
要
援
護
者
は

確
実
に
増
え
る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ

が
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
。

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築

○
高
齢
化
・
過
疎
化
に
よ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退
へ
の
対
応

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
盤
と

な
る
自
治
会
の
弱
体
化
へ
の
対
応

が
必
要
。（
役
員
の
な
り
手
不
足
等
）

○
転
入
者
と
の
交
流
や
意
思
疎
通
が

十
分
に
図
れ
て
い
な
い
面
が
あ
り
、

声
か
け
や
誘
い
が
必
要
。

■
参
加
と
交
流
の
促
進
、
絆
づ
く
り

○
世
代
間
、
新
旧
住
民
の
交
流
促
進
。

○
学
校
や
地
域
で
の
、
し
ょ
う
が
い

児
者
、
外
国
人
等
を
含
む
交
流
促

進
。

○
し
ょ
う
が
い
や
認
知
症
等
に
対
す

る
理
解
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
支
え
あ
い
活
動
に
参
加
し
や
す
い

環
境
づ
く
り

○
地
域
福
祉
に
対
す
る
市
民
の
意
識

の
低
下
や
新
た
に
活
動
に
参
加
す

る
人
の
減
少
等
、
既
存
の
活
動
団

体
の
弱
体
化
へ
の
対
応
が
必
要
。

○
地
域
活
動
に
参
加
し
た
く
な
る
工

夫
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

■
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
育
成

○
地
域
活
動
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
が
必
要
。

■
情
報
の
提
供
と
共
有
化

○
各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ

れ
て
い
る
が
、
必
要
な
人
に
情
報

が
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

○
関
係
者
間
に
お
い
て
も
福
祉
に
関

す
る
情
報
の
共
有
が
不
十
分
で
、

効
果
的
な
活
動
が
で
き
て
い
な
い
。

■
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
把
握
と

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
対
応

○
表
に
で
て
こ
な
い
要
援
護
者
の
把

握
が
難
し
い
。

○
家
族
の
状
況
、
し
ょ
う
が
い
の
状

況
、
地
域
特
性
等
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

○
要
援
護
者
に
対
す
る
防
災
・
避
難

支
援
体
制
づ
く
り
が
必
要
。

■
地
域
福
祉
を
進
め
る
た
め
の
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
づ
く
り

○
複
雑
多
様
化
す
る
福
祉
問
題
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
体
制
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

○
福
祉
を
支
え
る
各
種
団
体
等
の
横

の
つ
な
が
り
づ
く
り
が
必
要
。

○
地
域
福
祉
の
推
進
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
機
能
を
担
う
社
会
福
祉
協

議
会
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
の
結
果
や
計
画
の
策
定
経
過

等
は
、
次
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp://w

w
w
.city.n

agah
am
a.sh

iga
.jp/in

d
ex.cfm
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,0
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■問
社
会
福
祉
課(

7
６
５
―
６
５
３
６)

【日時】10月3日(月)
９時30分～11時30分

【会場】市社協木之本支所会議室

伊香地域

【日時】10月5日(水)
９時30分～11時30分

【会場】市社協虎姫支所会議室

東浅井地域

【日時】10月4日(火)
９時30分～11時30分

【会場】市役所東別館６階
６－Ｃ会議室

長浜地域

■
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー【日時】９月28日(水)

10時～12時
【会場】市役所東別館６階

６－Ｃ会議室

しょうがい者福祉関係グループ

【日時】９月29日(木)
13時30分～15時30分

【会場】市役所東別館６階
６－Ｃ会議室

児童福祉関係グループ

【日時】10月３日(月)
13時30分～15時30分

【会場】市社協本所２階
会議室

高齢者福祉関係グループ

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地

域
の
福
祉
関
係
者
を
は
じ
め
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

と
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て
の
理

解
と
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、「
市
民
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
第
２

回
長
浜
市
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
18
日(

日)

９
時
か
ら

【
会
場
】
浅
井
文
化
ホ
ー
ル

【
内
容
】

◆
第
２
回
長
浜
市
社
会
福
祉
大
会

・
社
会
福
祉
功
績
者
表
彰
式

・
福
祉
作
文
表
彰
・
発
表

◆
市
民
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

・
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
結
果
か
ら

・
地
域
で
の
取
組
事
例
の
紹
介

・
地
域
福
祉
の
将
来
像
に
つ
い
て

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

長
浜
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
員
会

委
員
長
　
大
橋
松
行
氏
（
滋
賀
県

立
大
学
教
授
）

◇
パ
ネ
ラ
ー

長
浜
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
員
会

委
員

川
村
美
津
子
氏
、
同
委
員

山
中
由
美
子
氏

■
関
連
出
展
等

・
ふ
く
し
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
福
祉
活

動
、
介
護
相
談
等
）

・
パ
ネ
ル
展
示

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
・
地
区
社
協
活

動
、
福
祉
作
文
、
被

災
地
支
援
活
動
）

・
し
ょ
う
が
い
者
支
援

施
設
に
よ
る
作
品
・

商
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

（
ク
ッ
キ
ー
、
パ
ン
、

雑
貨
な
ど
）

■
同
日
開
催
事
業

・
長
浜
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

13
時
〜
　
大
ホ
ー
ル
等

・
し
ょ
う
が
い
当
事
者
団
体
の
集
い

13
時
45
分
〜
　
浅
井
支
所

・
み
ん
な
の
ア
ー
ト
「K

O
H
O
K
U

ア

ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
」

小
ホ
ー
ル

「
市
民
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

第
２
回
長
浜
市
社
会
福
祉
大
会
」
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高校再編原子力・交通安全

市
で
は
、
７
月
11
日
の
原
案
公
表

以
来
、
一
貫
し
て
、
そ
の
決
定
プ
ロ

セ
ス
や
地
域
の
意
見
を
反
映
し
な
い

内
容
に
対
し
、
見
直
し
を
求
め
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
最
も
影
響
を
受
け

る
現
在
の
中
学
３
年
生
や
そ
の
保
護

者
な
ど
、
教
育
現
場
の
混
乱
が
生
じ

な
い
よ
う
、
早
急
に
判
断
す
る
よ
う

県
知
事
な
ら
び
に
県
教
育
長
に
伝
え

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

11
月
９
日
、
県
教
育
委
員
会
の
定

例
委
員
会
が
県
庁
で
開
か
れ
、
今
年

度
中
の
策
定
を
目
指
し
て
い
た
県
立

高
校
再
編
計
画
を
来
年
度
に
先
延
ば

し
に
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
市
内
の
長
浜
北
高
校
・

長
浜
高
校
の
統
合
、
長
浜
北
星
高
校

の
定
時
制
課
程
の
廃
止
な
ど
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
事
務
局
が
、
７
月
に

示
し
た
原
案
に
対
し
、
長
浜
市
や
彦

根
市
な
ど
か
ら
、
計
画
の
見
直
し
を

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
加
え
、
各
地
で
反
対
運
動
が
広
が

っ
た
こ
と
や
、
県
議
会
で
慎
重
な
検

討
を
求
め
る
決
議
が
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
説
明
さ
れ
、
ま
た
、
中
学
３

年
生
の
進
路
決
定
の
時
期
が
迫
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
今
年
度
の
策
定
を
断

念
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
委
員
ら
は
延
期
に

理
解
を
示
し
つ
つ
、
今
回
の
プ
ロ
セ

ス
に
対
し
、
反
省
し
、
今
後
の
計
画

策
定
に
向
け
て
は
、
地
域
の
意
見
を

十
分
受
け
止
め
た
う
え
で
、
県
教
委

が
主
体
的
か
つ
責
任
を
持
っ
て
取
り

組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
の
閉
会
後
に
行
わ

れ
た
記
者
会
見
で
、
県
教
育
長
は

「
説
明
不
足
の
ま
ま
計
画
を
進
め
た
た

め
、
納
得
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

今
後
は
関
係
者
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
進
め
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
決
定
に
よ
り
、
県
と
の
信

頼
関
係
の
も
と
、
し
っ
か
り
と
長
浜

市
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
次

の
と
お
り
高
校
再
編
を
含
め
た
地
域

に
お
け
る
教
育
な
ら
び
に
人
材
育
成

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

【
委
員
会
の
設
置
】

学
識
経
験
者
、
幼
小
中
の
各
学
校

代
表
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
、
経
済
人

等
か
ら
な
る
「
長
浜
の
未
来
を
拓
く

教
育
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
地

域
の
県
立
高
校
の
あ
り
方
を
含
め
、

長
浜
市
に
お
け
る
幼
小
中
高
か
ら
社

会
へ
つ
な
が
る
教
育
な
ら
び
に
人
材

育
成
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。
議
論

の
過
程
に
お
い
て
は
、
各
関
係
機

関
・
団
体
等
の
意
見
を
広
く
う
か
が

い
、
多
く
の
人
の
意
見
を
反
映
し
た

も
の
と
す
る
予
定
で
す
。

【
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
】

中
学
生
、
高
校
生
の
生
徒
を
持
つ

保
護
者
か
ら
、
広
く
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
に
、
高
校
再
編
に
関
連
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

【
子
ど
も
議
会
の
開
催
】

高
校
進
学
を
控
え
る
中
学
生
を
中

心
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の

地
域
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
創
出
し
ま
す
。

【
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
】

高
校
教
育
を
含
め
、
地
域
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

原子力の安全対策について
環境放射線量の測定を開始します

市では、有事に備えた平常時の放射線（環境放射線）の状態を把握するため、12月
１日から市内９か所で測定を開始します。測定機は市役所本庁、各支所（８支所）に配
備し測定を行います。測定結果は、市のホームページで公表します。
（環境放射線は、滋賀県でも定期的に測定をされており、県の測定結果と大きく異なる場合は、県や関係

機関と協議し再調査等を依頼します。）

■問防災危機管理課　原子力安全対策室（7６５－６５５５）

■問市民自治振興課（7６５－８７２２）

●測定場所
・市役所本庁、各支所（８支所）計９か所

●測定方法
・測定場所の地上高、約50㎝と約100㎝の２
か所をそれぞれ５回測定します

●測定値
・５回測定し、平均値を測定値とします

●測定回数
・毎週月曜日に測定します

●測定結果
・市のホームページ(http://www.city.naga
hama.shiga.jp/)で公表します

12月１日から

冬の夕暮れ時は、特に事故が発生しやすい時間帯です。暗い色の服装で

の夜間の外出や、自転車の無灯火運転はドライバーから見えにくく大変危

険です。明るい色の服装や反射材の利用等を心がけましょう。

＜運動の重点＞
○高齢者の交通事故防止　○飲酒運転の根絶
○夕暮れ時と夜間の交通事故防止
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

■問
企
画
広
報
課（
7
６
５
│
６
５
０
５
）

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て

高
校
再
編
計
画
が
ス
ト
ッ
プ

今
年
度
に
お
け
る

市
の
取
り
組
み
内
容

県
立
高
校

再
編
計
画

「
一
旦
、
立
ち
止
ま
り
、
再
検
討
」
決
定
！

市
で
は
、
独
自
に
委
員
会
を
設
け
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

11月9日の県教育委員会後に開かれた記者会見の様子11月9日に開催された県教育委員会の様子
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福祉

高齢者・しょうがい者世帯の皆さんへ

屋根雪下ろし費用補助のご案内
お住まいの家屋の屋根の雪下ろしが困難な高齢者世帯等を対象に、個人または業者に

委託した費用に対して補助します。
【対　象】所得税非課税の世帯で親族の支援や経済的援助が受けられない次のような人

①65歳以上の高齢者のみの世帯
②身体障害者手帳（内部２級、平衡機能３級、肢体不自由４級、視覚４級以上）、療育手帳重度ま
たは精神障害者保健福祉手帳１級を所持している人のみの世帯

③②に該当する人と同居している人すべてが65歳以上の世帯
【対象経費】屋根の雪下ろしにかかる費用
【補助上限額】１万円／回（委託額が１万円を下回る場合はその委託額）

※屋根の雪下ろしに伴う作業で、雪量が多いため、重機（バケットの付いたもの）を使用する必要
があった場合、補助上限額を１万円引き上げます。

【補助回数】３回
ただし、余呉地域は５回、上草野・杉野・高時地区、西浅井地域は４回
※特に降雪が多い場合は、上限回数を別に定めます。

【締　切】３月30日（金）

在宅で生活をされているしょうがいのある人や、介護を受けておられる人が、日常的に使用する布団
を丸洗いするサービスを実施します。

しょうがいのある人 65歳以上の高齢者
【サービスが受けられる人】
次の条件のすべてに該当することが必要です。
①平成23年５月1日から平成23年10月31日の間に
３か月以上在宅生活をされている人
②11月1日現在で、下記のいずれかの手帳を所持し
ている人
・身体障害者手帳（肢体不自由、視覚しょうがい、
内部しょうがい）１、２級
・療育手帳Ａ１、Ａ２
・精神障害者保健福祉手帳１級、２級
③次のいずれかに該当する世帯の人
・しょうがいのある人のみの世帯
・しょうがいのある人と同居している人すべてが65
歳以上の世帯

【申請時に必要なもの】
交付を受けている手帳

【サービスが受けられる人】
次の条件のすべてに該当することが必要です。
①平成23年５月１日から平成23年10月31日の間に
３か月以上在宅生活をされている人
②11月１日現在、ひとり暮らしまたは高齢者のみの
世帯等で介護保険要介護３～５の認定を受けてい
るか、しょうがい老人の日常生活自立度が寝たき
り（ランクＢ及びＣ）の人で、所得税非課税また
は生活保護を受けている世帯の人

■申しょうがい福祉課しょうがい福祉グループ
〈東別館１階〉（7６５－６５１８）
各支所福祉生活課

■申高齢福祉介護課高齢福祉グループ
〈東別館１階〉（7６５－７７８９）
各支所福祉生活課

しょうがいのある人、65歳以上の高齢者ともに
【受付期間】
12月１日(木)～16日(金) ※土日を除く

【負担額】
利用料の１割（800円）

環境など

関西電力管内では、今冬の電力需給について、たいへん厳しい状況が見込まれる
ため、年末年始を除く12月19日から３月23日までの平日９時から21時の間、
10%以上の節電が呼び掛けられています。夏と違い、冬は朝から夜にかけて長く
電力需要のピークが続きます。特に、ご家庭では、電力使用が増える夕方以降
（18時～21時）に、健康に影響のない範囲での節電を心がけましょう。

■問環境保全課（7６５－６５１３）

冬も節電を心がけましょう

市では、地球温
暖化対策の推進の
ため、住宅などに
新たに省エネルギ
ー・新エネルギー
設備を設置された
人を対象に、補助金を交付しています。

対象設備および補助金額（市指定の商品券）

太陽光発電システム　　１件あたり15万円
ペレットストーブ　　　１件あたり５万円
小型風力発電システム　１件あたり５万円
太陽熱温水器　　　　　１件あたり５万円
※対象設備の要件等の詳細は、下記まで

太陽光発電システムなど
の設置に補助します

※「森の名手・名人」とは…国土緑化運
動の一環として、森林を守り育て、その
恵みを活かすことにおいて、優れた技を
極め、他の模範となっている達人のこと。
公益社団法人国土緑化推進機構が認定し
ている。

今年度、全国で67人が認定された「森の名手・名人」に滋
賀県からは太々野

た だ の

さんが選ばれました。太々野さんは、余呉
町小原地域に伝わる木の皮（カエデ科）を使ったかご作り（通
称：小原かご）の唯一の伝承者で、幼少の頃から祖父や近所の
人たちのかご作りをみてその技術を身につけられました。
現在は当地に伝わるかご作りの技術と背景となる歴史を紐解

き、「小原かごを復活させる会」の主任講師として、ウッディ
パル余呉にてかご作りの指導と丹生ダム予定地の消えゆく小原
地域の文化伝承に努めておられます。太々野さんには失われつ
つある貴重な技術の伝承に向け、さらなるご活躍を期待します。

※この記事は11/15日号で掲載していますが、印刷ミスで文章の一部が
抜け落ちておりました。お詫びして再掲します。

つとむ 

■問田園森林整備課（7６５－６５２６）

■問環境保全課（7６５－６５１３）

旧高月町出身で、江戸時代、対馬藩に仕え朝鮮通信使との交渉・応接をになった儒学者雨森芳洲
あめのもりほうしゅう

ゆ
かりの長崎県対馬市との「友好のまち縁組」締結式が、11月４日、長崎県対馬市の対馬市交流センタ
ーで行われました。藤井市長、財部対馬市長、市議会議長ら関係者出席のもとで行われた締結式では、
両市が「友好のまち」として、今後も末永く交流を深めていくことを確認し合いました。
対馬は古くから、大陸からの文化の窓口として日本の掛け橋的役割を果たし、人的、物的交流が盛

んに行われてきた場所です。先人たちの国境を越えての並々ならぬ努力の象徴が朝鮮通信使であり、
なかでも雨森芳洲の外交官としての功績は大変大きく、「誠信交隣―お互い
に欺かず争わず真実をもって交わる―」の精神は、現代社会においても国
際交流の道しるべとなるものです。
これまで出身地である旧高月町と芳洲が外交官として活躍した対馬市と

で、官民を問わず交流を続けてきましたが、今回の縁組により、今まで以
上に歴史・文化・青少年など様々な分野で交流が活発になることに、期待
が寄せられています。

■問■申高齢福祉介護課
（7６５－７７８９）
各支所福祉生活課
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長浜市功績者表彰式が、市民交流センターで開かれました。
これは、長浜市の自治行政の振興や公益の増進に功績の

あった人や団体を表彰するもので、毎年文化の日に合わせ
て行われています。
今年は、自治功績表彰に76人、社会功績表彰に26人、

教育文化功績表彰に12人のほか、１人と１社に感謝状が贈
呈され、合わせて115人と１社が表彰を受けられました。

長浜市功績者表彰式

11 ３(木）

魚離れが進む中、栄養満点の魚の美味しさを小学生に知っ
てもらい、正しい食べ方を身につけてもらおうと、長浜地方
卸売市場・北びわこ水産の職員が出前講座を行いました。
魚の流通や名前、栄養、食べ方についての説明のあと、

アジの塩焼きが子どもたちに一尾ずつ配られ、食育隊メン
バーに身の外し方などを尋ねながら、魚の美味しさを堪能
していました。

いちば食育隊

10 25(火）

「移り住むなら滋賀県・湖北」を合言葉に、田舎暮らし
フェスタ2011が行われました。会場となった木之本町杉野
の杉野小中学校には、新米おにぎりやそばの食べくらべコ
ーナー、地域団体による展示ブースなどが軒を連ねたほか、
湖北に移住した人のトークや湖北をより深く知るためのセ
ミナー、ヒノキのベンチづくり体験など、たくさんの催し
が用意され、田舎暮らしの良さをアピールしていました。

田舎暮らしフェスタ

長浜バイオ大学で、「心と体の健康づくり」をテーマに健康フ
ェスティバルが開催されました。
これは、子どもからお年寄りまでそれぞれがお互いを思いや
る心をはぐくみ、また自身の体について健康意識を高めてもら
うと、ＮＰＯ法人健康づくり０次クラブが開催したものです。
会場は、健康について楽しく学び、遊ぶことができる趣向を凝
らした催しが多数用意され、多くの来場者で賑わっていました。

健康フェスティバル
市内で19番目となる「小谷地区地域づくり協議会」

の設立総会が、小谷丁野町自治会館で開かれました。
この協議会では、長年地域に根付いたお互いが助け合

う精神をいかし、いっそう住みやすい きずなの地域づ
くりをめざされます。そのための活動として、地域づく
り計画の策定や情報発信などを、一歩一歩着実に進めて
いくということです。

小谷地区地域づくり協議会発足

11 ６(日）

このコーナーは、市民の皆さんの活動の様子やまちで見
かけたほっとな話題を紹介するページです。
あなたが知っている旬の話題などがあれば、企画広報課

広報広聴グループ（7６５－６５０４）まで事前にお知ら
せください。

11 ５(土）

10月下旬から11月中旬にかけて市内各地で文化
祭ステージ発表が行われました。
踊りや和太鼓、コーラスなど地域で活動するいろ

いろな団体が活動の成果を発表されました。

文化祭　ステージ発表

長浜市平和記念式典が、湖北文化ホールで開かれ
ました。
この式典は、戦没者の慰霊とあわせて、戦争や核

兵器などの根絶を祈念するとともに、今日の平和を
次世代に引き継いでいこうと開催されたものです。
式では、市遺族会会長の大家博さんが追悼の辞を

述べた他、関係者らによる献花などが行われました。

平和祈念式典

11 12(日）
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜

が
、
Ｊ
Ｒ
木
ノ
本
駅
西
口
に
設
置
し
、
市
へ
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ

た
太
陽
電
池
式
電
波
時
計
塔
の
贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜
の
北
村
会
長
は
「
駅
利
用
者
や
観

光
客
な
ど
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

木
ノ
本
駅
西
口
に
時
計
塔
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

11 ８(火）
10 23(日）
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人権みどり・農政

みどりいっぱいのまちに
シリーズ⑨「病害虫」

愛情を込めて育てた植物も、病気や害虫の被
害を受けると台なしになってしまいます。そこ
で大切になってくるのは、「予防」と「除去」で
す。
病気や害虫は、風通しの悪いじめじめした場

所に発生することが多く、予防するためには、
まず植物にとって快適な環境をつくってあげる
ことが大切です。
植え付けが混み合っていると、風通しや日当

たりが悪くなるため、適度に間隔をあけて植え
るようにします。また、まわりの雑草もこまめ
に抜き取るようにしましょう。その他に抗菌剤
などで予防することも効果的です。
病気や害虫が発生してしまった場合は、病気

になった部分を切り取ることや、害虫を割り箸
や歯ブラシ、軍手をはめた手で取り除くことが
基本です。しかし、病害虫が大量に発生した場
合には、殺菌剤や殺虫剤などの薬剤散布が必要

になってきます。
薬剤というと人体などへの悪い影響を心配し

ますが、規定通りに正しく使えば、安全性は高
く効果的です。どのような薬剤が適しているか
は症状や植物によってそれぞれ違いますので、
商品説明に注意することや、園芸店などで適切
な処置を確認してください。
いずれも早めの対策で、大切な植物を守るよ

うにしましょう。

身近なみどりづくりのヒントとして、花や樹木の
手入れ方法などを紹介していきます。

■問都市計画課（7６５－６５４１）

■問農政課（7６５－６５２２　FAX６５－６５４０）
県家畜保健衛生所北西部支所（7０７４０－２２－２１４５　FAX０７４０－２２－６６８１）

■問長浜市老人クラブ連合会事務局
（7６５－７８２２）または人権施策
推進課（7６５－６５６０）まで

今年も、市内の小・中学生の皆さんを対象に、「人権尊重啓発作品」を募集したところ、人権に対するあた
たかい思いや願いの込められた、合計512点のポスター・詩・標語を応募いただきました。
このたび、入選作品を決定しましたので、それぞれの部門において最優秀に輝いた作品を紹介します。

い
や
な
こ
と
　
ぜ
っ
た
い
し
な
い
よ
！
　
言
わ
な
い
よ
！

び
わ
南
小
２
年
　
岩
田
　
直
己
さ
ん

見
つ
け
よ
う
　
あ
な
た
と
わ
た
し
の
　
い
い
と
こ
ろ

西
中
３
年
　
吉
山
　
典
伽
さ
ん

木之本小６年　@@橋　沙羅さん びわ中３年　宮内　優衣さん

「
あ
り
が
と
う
」

東
中
２
年
　
清
水
　
沙
紀
さ
ん

あ
り
が
と
う

家
族
が
い
る
か
ら

幸
せ
な
日
々
を
送
れ
て
い
る

あ
り
が
と
う

友
達
が
い
る
か
ら

笑
っ
て
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て
い
る

あ
り
が
と
う

先
生
が
い
る
か
ら

い
ろ
ん
な
事
を
知
っ
て
成
長
し
て
い
る

あ
り
が
と
う

力
強
い
歌
が
あ
る
か
ら

世
界
中
の
人
々
が
勇
気
・
感
動
を
も
ら
い

頑
張
ろ
う
と
思
う

み
ん
な
に
伝
え
た
い

”
あ
り
が
と
う
“
と

「
年
の
差
９
倍
」

小
谷
小
４
年
　
神
田
　
芽
依
さ
ん

わ
た
し
は
10
才
。

大
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
90
才
。

年
の
差
９
倍
。

わ
た
し
は
、
ジ
ャ
ン
プ
や
走
っ
た
り
で
き
る
。

大
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
つ
え
を
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
し
か

歩
け
な
い
。

年
の
差
９
倍
。

わ
た
し
は
お
ふ
ろ
が
に
が
て
。

大
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
お
ふ
ろ
が
大
好
き
。

大
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
わ
た
し
の
顔
を
タ
オ
ル
で
あ
ら
っ

て
く
れ
る
。

わ
た
し
は
ち
ょ
っ
と
楽
し
く
な
っ
た
。

年
の
差
９
倍
。

し
ば
ら
く
す
る
と
つ
え
を
つ
い
て
大
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

で
て
く
る
。

「
お
ふ
ろ
は
ま
だ
か
な
？
」

わ
た
し
は
「
い
っ
し
ょ
に
入
っ
た
ね
。」
と
言
う
。

「
そ
う
だ
っ
た
か
な
？
」
と
ふ
し
ぎ
な
顔
。

わ
た
し
は
「
あ
し
た
も
い
っ
し
ょ
に
入
ろ
う
ね
」
と

言
う
。

大
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
う
れ
し
そ
う
。

年
の
差
９
倍
。

人権を守り育てる
「長浜市高齢者のつどい」
★日　時
12月12日（月） 13時30分～
★会　場
市民交流センター（地福寺町）
★講　師
・渡辺哲弘氏（介護ホッとステーショ
ン・クローバー　教育・研修室長）
・認知症キャラバンメイト
★参加費　　無料

人権週間関連行事のお知らせ

家畜の飼養規模に関わらず、所有者・管理者には「飼養衛生管理基準の遵守」と「家畜飼養状況等の報
告」が義務づけられました。

■飼養衛生管理基準の遵守
★飼養衛生管理基準は、家畜の所有者・管理者が最低限守るべき、飼養衛生管理の基本となる事項をとりま
とめたものです。

★対象家畜は、牛、水牛、馬、鹿、めん羊、山羊、豚、いのしし、鶏（しゃも・ちゃぼ・烏骨鶏を含む）、あ
ひる（まがもを除くかも類を含む）、うずら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥、だちょうです。

★畜種別に具体的な内容が定められましたので、農林水産省のホームページ（http://www.maff.go.jp）など
で最新情報を確認してください。

■家畜飼養状況等の報告
★対象家畜を１頭（羽）以上飼養する人は定期報告書を県に提出する必要があります。飼養規模によって報
告書に添付する書類が異なります。

★小規模所有者・管理者は、市農政課へ報告をお願いします。
★毎年２月１日時点の状況を４月15日（牛、馬、豚、めん羊、山羊等）、または６月15日（鶏等）までに報告し
てください。なお、平成23年については、10月１日時点の状況を別に定める期日までに報告してください。
詳しくは下記まで。

家畜伝染病予防法が一部改正！
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市政の動き

第10回長浜市景観審議会
【内　容】長浜市屋外広告物条例（素案）および許可基準（案）について、長浜市歴史的風致維持向上計画の

変更について
【結　果】長浜市屋外広告物条例（素案）について審議するとともに、現在変更作業を行っています長浜市歴

史的風致維持向上計画の進捗状況に関して報告を行いました。
【担当課】都市計画課（7６５－６５６２）

※ここでは、「クリーン、わかりやすい、開かれた市政」の確立のため、市民の
皆さんに市役所内で「どのような会議」が開催され、「どのような結果」にな
ったか概略をお知らせします。

市政の動き
（10月16日～11月15日）

※詳しくは、市ホームページ（http://www.city.nagahama.shiga.jp）を

ご覧ください。

10 18(火）

第１回長浜市原子力災害対策計画検討委員会
【内　容】市の現状と背景について、長浜市原子力災害対策計画の策定方針と策定スケジュールについて
【結　果】最初に市の置かれている状況について説明し、その後、長浜市原子力災害対策計画の策定方針と策

定スケジュールについて、原案のとおり承認を得ました。
【担当課】防災危機管理課（7６５－６５５５）

10 25(火）
第４回　長浜市高齢者保健福祉審議会
【内　容】「第５期ゴールドプランながはま２１」の体系について、介護施設の整備見込について、介護保険料

の算定について
【結　果】次期計画の体系や施設整備および介護保険料の考え方について説明し、意見交換などを行いました。
【担当課】高齢福祉介護課（7６５－７７８９）

10 27(木）
長浜市国民健康保険運営協議会
【内　容】平成22年度長浜市国民健康保険歳入歳出決算について、後発医薬品差額通知について、診療所の休

診日・診療時間の変更について
【結　果】長浜市国民健康保険歳入歳出決算と後発医薬品差額通知については、質疑の後、承認を得ました。

診療所の休診日・診療時間の変更については、質疑なく承認を得ました。
【担当課】保険医療課（7６５－６５２７）

10 28(金）

長浜市暴力団排除条例検討会
【内　容】パブリックコメントの結果報告、長浜市暴力団排除条例（案）の検討
【結　果】パブリックコメントによる意見は０件であり、それによる修正はない旨の報告をしました。その後、

条例（案）の検討を行い、一部修正で了承を得ました。今回の会議で終了となる旨と、今後は内部
検討を重ね12月議会に上程し、１月１日施行をめざしていく旨の報告をしました。

【担当課】市民自治振興課（7６５－８７２２）

11 ７ (月）

第１回長浜市定住自立圏共生ビジョン懇談会
【内　容】正副会長の選出、市の定住自立圏構想の取組経過の説明、定住自立圏共生ビジョン（案）の協議
【結　果】共生ビジョンの内容について質疑応答を行い、次回懇談会で対応案を示すこととなりました。
【担当課】企画広報課（7６５－６５０５）

11 11(金）

長浜市交通安全対策会議
【内　容】第９次長浜市交通安全計画（素案）の検討、パブリックコメントの実施について
【結　果】計画（素案）に対し、自転車の利用空間の整備、自転車の運転マナーアップについてなど、各委員

から意見をいただき、了承を得ました。その後、パブリックコメントの実施について説明し、了承
を得ました。

【担当課】市民自治振興課（7６５－８７２２）

10 19(水）

第３回長浜市民プール移転整備検討委員会
【内　容】前回議事の確認、移転整備案について
【結　果】委員会における協議事項でない温水プールの整備については、議事が遅延する恐れがあるため配慮

するよう委員長から各委員へ要請がありました。これに対し、議論を尽くすためには時間をかける
べきとの意見があり、一部の委員からは引き続き温水プール整備の意見が出されました。
事務局よりプールの配置に求められる事項を説明しました。また、市長提言時期を２か月程度延長
し、会議回数を６回とするスケジュール修正案を提案しました。

【担当課】都市計画課（7６５－６５４１）

10 25(火）

座ぶとん会議・市長コラム

市長市長 
コラム⑯コラム⑯ 
市長 

コラム⑱ 江
・
浅
井
三
姉
妹
博
覧
会
の
成
功
は

「
長
浜
市
民
力
」
の
結
集
結
果
！

湖
北
の
野
山
の
紅
葉
は
最
高
で
す
。

美
し
い
自
然
が
人
々
の
心
を
和
ま
せ

元
気
や
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
自
然
豊
か
な
故
郷
に
暮
ら
す
こ

と
に
幸
福
や
誇
り
を
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
大
河
ド
ラ
マ
「
江
〜
姫
た

ち
の
戦
国
〜
」
の
放
映
が
終
了
し
ま

し
た
。
毎
回
、
毎
回
、
笑
い
や
悲
し

み
、
そ
し
て
感
動
・
感
激
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
の
登
場
人
物

の
信
長
・
秀
吉
・
三
成
・
長
政
・
お

市
・
江
や
茶
々
・
初
な
ど
は
北
近
江

に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
す
。
戦
国

の
世
の
武
将
達
の
野
望
と
戦
い
と
天

下
統
治
の
国
創
り
。
今
回
の
ド
ラ
マ

は
、
そ
ん
な
時
代
を
浅
井
三
姉
妹
を

は
じ
め
と
す
る
女
性
達
が
ど
ん
な
思

い
で
生
き
抜
い
た
の
か
を
表
し
て
く

れ
ま
し
た
。
戦
国
の
女
性
達
は
、
常

に
家
族
の
健
康
や
幸
福
、
ま
た
地
域

の
事
を
想
い
、
平
穏
な
世
の
中
を
求

め
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
我
が
故
郷
が
戦
国
の
世
の

舞
台
で
あ
り
、
名
を
馳
せ
た
武
将
や

姫
た
ち
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と

に
改
め
て
誇
り
を
持
ち
ま
し
た
。
ま

た
、
ド
ラ
マ
に
も
登
場
し
た
小
谷
山
、

姉
川
、
賤
ケ
岳
、
琵
琶
湖
、
竹
生
島

な
ど
美
し
い
風
景
は
、
戦
国
の
世
も

今
も
変
わ
ら
ぬ
故
郷
の
大
き
な
財
産

で
あ
り
ま
す
。

「
江
・
浅
井
三
姉
妹
博
覧
会
」
も

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。
３
会

場
と
８
連
携
会
場
を
結
ん
で
の
３
２

４
日
間
の
博
覧
会
。
当
初
35
万
人
の

来
館
者
を
め
ざ
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
が
、
５
月
の
連
休
に
突
破
し
、

最
終
は
１
１
５
万
人
を
超
え
る
見
込

み
で
す
。
全
国
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん

に
北
近
江
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
歴

史
や
文
化
、
美
し
い
自
然
環
境
、
さ

ら
に
は
美
味
し
い
食
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
心
か
ら
の
「
お
も

て
な
し
」
が
全
国
に
伝
わ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
お
越
し
い
た
だ
い
た
大
勢

の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。
ま
た
、
博
覧
会
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
こ
の
博
覧
会
の
成
功

は
、「
長
浜
市
民
力
」
の
結
集
の
結
果

で
あ
り
、「
新
生
・
長
浜
市
」
の
力
強

い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

▲博覧会入場者100万人達成を機に「戦
国大河のふるさと　北近江長浜」の創
造を宣言しました
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���������
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市
で
は
、
風
通
し
の
よ
い
開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
た
め

に
、
市
内
の
自
治
会
を
は
じ
め
、
自
主
的
な
地
域
活
動
を
行
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
に
、
市
長
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

の
声
を
聴
く
「
座
ぶ
と
ん
会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
ゆ
か
た
と
音
楽
と
ま
ち
づ
く
り
」

長
浜
商
工
会
議
所
青
年
部

第
22
回
座
ぶ
と
ん
会
議
は
、
長
浜
商

工
会
議
所
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
商
工
会

議
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
長
浜
商
工
会

議
所
青
年
部
は
、
事
業
所
の
若
手
経
営

者
が
集
ま
っ
て
組
織
さ
れ
る
団
体
で
、

日
頃
か
ら
長
浜
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

い
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ゆ
か

た
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
和
装
の
似
合
う

ま
ち
、
長
浜
が
誇
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

観
光
客
誘
致
や
滞
在
型
観
光
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
ゆ
か
た
ま
つ
り
は
、
市
の

ま
ち
並
み
と
夏
の
風
情
を
融
合
さ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
む
こ
と
は

も
と
よ
り
、
観
光
客
の
誘
致
が
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

次
に
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
長
浜
の
歴
史
や
伝
統
と

文
化
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
が
息
づ
く

地
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
歌
で
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
、
長
浜
の
名
勝
、
名
産
物
、

観
光
地
、
歴
史
を
盛
り
込
ん
だ
誰
で
も

歌
え
る
ご
当
地
ソ
ン
グ
を
、
広
く
募
る

長
浜
ご
当
地
ソ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
い
た
だ
い
た
お
話
は
「
長

浜
を
音
楽
が
あ
ふ
れ
る
街
に
し
た
い
。」

「
音
楽
祭
と
か
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
例

え
ば
ゆ
か
た
ま
つ
り
と
一
緒
に
、
演
奏

す
る
人
も
見
る
人

も
み
ん
な
浴
衣

で
、
浴
衣
と
音
楽

が
あ
ふ
れ
る
街
と

い
う
の
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。」
な
ど
と
心
躍
る
内
容
で
し

た
。音

楽
は
人
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。
街

と
音
楽
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
あ
る
ま
ち
の
魅
力
を
よ
り
一
層

引
き
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
今

の
ま
ち
と
は
違
っ
た
ま
ち
を
形
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
に
は
今
の
長
浜
市
に
よ
り
深
く
、

そ
し
て
更
な
る
魅
力
を
付
加
で
き
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

懇
談
の
中
で
は
こ
の
長
浜
市
を
よ
り

良
く
、
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
こ

う
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
私
は
熱
心
に
こ
の
ま
ち
の
こ
と
を

思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
人
が
多
く
お

ら
れ
る
こ
と
に
、
大
変
心
強
く
、
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。

行
政
も
皆
さ
ん
の
よ
う
に
熱
い
思
い

を
持
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
改
め
て

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
市
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
ん
な
仕
掛
け
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
行
政
が
手
伝
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
や
、
市
と
し

て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
し

っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
ま
す
。

--
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入札催し

平成24年度入札参加資格審査申請受付
市が発注する建設工事や委託業務（コンサルタント等）、物品

調達について、平成24年度の入札参加資格申請を受付けます。

【その他】
・建設工事と委託業務を重複して登録することはできませんが、それぞれと物品調達は重複して登録

することができます。

・詳しい内容や申請用紙等は、市ホームページ(http://www.city.nagahama.shiga.jp)に掲載します。

（ダウンロード可）

・印刷物での配付開始は12月中旬を予定しています。

◎配付場所：契約検査課（本館２階）および各支所地域振興課

【対象者】

※受付期間終了後の受付は
一切できませんのでご注
意ください

市内業者（市内本店及び市内営業所）の受付日は次のとおりです
（市外業者の人は、市ホームページでご確認ください）

申請の種類

建設工事

委託業務

（コンサルタント等）

物品調達

対象者（次のいずれかに該当する人）

登録を希望するすべての人

※今回の登録申請は、定期更新年の扱いとなりますので、登録を希望される

すべての人が対象になります。（平成２３年度の登録は引き継がれません。）

①新規に登録を希望される人

②平成23年度に登録した現有資格者のうち希望業種等の変更希望者

※中間年につき、希望業種等の変更がない場合は、申請の必要はありません。

【受付期間】

申請の種類

建設工事

委託業務

（コンサルタント等）

物品調達

受付期間（全体の期間）

平成24年２月１日（水）から２月23日（木）のうち指定する日

平成24年１月17日（火）から１月27日（金）のうち指定する日

申請の種類

建設工事

委託業務

（コンサルタント等）

物品調達

受付日

２月１日（水）、２日（木）

２月３日（金）、６日（月）、９日（木）、10日（金）、13日（月）

上記「建設工事」と同一

１月17日（火）、18日（水）

１月20日（金）、23日（月）、25日（水）

受付会場

高月支所

本所（別館）

高月支所

本所（別館）

■問契約検査課（7６５－６５０７）

特別陳列「仮名手本忠臣蔵の世界」
長浜曳山祭子ども歌舞伎でもおなじみの忠臣蔵。本展示では「なぜ日

本人は忠臣蔵が好きなのか」という素朴な疑問にスポット当てました。
【展示期間】12月18日（日）まで
【開催時間】9時～17時（入館は16時30分まで）
【開催場所】長浜市曳山博物館（元浜町）
【入館料】大人600円・小中学生300円（団体は20人以上で各2割引）

市民曳山まつり講座
長浜曳山祭子ども歌舞伎の源流といわれる近江猿楽。近江猿楽の一つ山階座の芸当を汲み、現在観世流能

楽師として活躍されている山階彌右衛門氏をお招きし、長浜の魅力を語っていただきます。
【と　き】12月11日（日）13時30分～（開場13時）
【ところ】曳山博物館伝承スタジオ（元浜町）
【演　題】「現代に息づく伝統文化　子ども歌舞伎のまち長浜の魅力を大いに語る」
【講　師】観世流能楽師　山階彌右衛門
【定　員】110人（聴講を希望する人は、曳山博物館事務所で整理券をお求めください）

＜おはなしの世界を見る!?体験する!?＞
『長浜市子ども読書フェスティバル

～近江の国の子どもの本の作家たち～』
【と　き】12月10日（土）９時～17時
【ところ】長浜文化芸術会館（大島町）
●再現！「好奇心の部屋デロール」(今森光彦著／福音館書店)
●今関信子さん・国松俊英さんギャラリートーク
●近藤薫美子さんの原画展＆巨大絵本がやってくる
●「奥びわ湖物語」原画展＆紙芝居等上演
●楽しいおはなしいっぱい！【おはなしの部屋】

影絵劇『100万回生きたねこ』
(影絵劇団かしの樹公演／原作：佐野洋子)

【と　き】12月24日（土）13時30分～（開場13時）
【ところ】リュートプラザ（難波町）
【定　員】300人（先着順）
※無料ですが入場券が必要です。
入場券は、びわ図書館＆びわ文化学習センターにて配
布しています。

≪好評開催中≫

▲義士扇

今重能舞館で能のワーク
ショップもおこないます。
（入館料500円）
第１回目
10時30分～11時30分

第２回目
16時～17時■問長浜市曳山博物館（7６５－３３００）

■問長浜図書館（7６３－２１２２）

平成23年度地域ぐるみの子ども読書活動推進事業

いよいよ、待ちに待ったスキーシーズンの到来です。「こどもスキー教室」は、小
学生の皆さんに、基礎から正しいスキー技術を習得していただくことを目的に開催
します。夜は、参加者全員でゲームやレクリエーションを行い楽しいひとときを過
ごしましょう。スキー初めて！という人やスキーが苦手だな・・という人大歓迎！
さあ、ウィンタースポーツの花形、スキーを思いっきり楽しもう！

【と　き】平成24年１月14日（土）・15日（日）（１泊２日）
【ところ】白山一里野温泉スキー場（石川県白山市尾添）
【宿泊先】ホテルつるのや（7０７６－２５６－７０３６）
【対　象】小学４～６年生
【定　員】45人（先着順） ※定員に満たない場合は開催しないことがあります。
【受講料】17,000円（受講料に含まれるもの：１泊４食、バス代、保険料、指導料）
※リフト代（2,000～4,000円）とレンタルスキー代（4,000円/２日間、レンタルする人のみ）が別途必要です。
【講　師】全日本スキー連盟指導員
【申込方法】長浜市民体育館まで受講料を添えて、所定の申込書で申込みください。

12月５日（月）８時30分から受付開始　※電話・ＦＡＸでの申込みは不可
１月６日（金）以降は、キャンセル料が発生します。

■問長浜文化スポーツ振興事業団　長浜市民体育館（7６３－９８０６）
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健康

このコーナーでは、市立長浜病院の医師の紹介を兼ねて、「普段の生活での予防法」

など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

本
当
は
こ
わ
い

慢
性
腎
臓
病

慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

腎
臓
は
血
液
を
ろ
過
し
て
尿

を
つ
く
り
、
血
液
を
き
れ
い
に

保
っ
て
く
れ
る
臓
器
で
す
。
腎

臓
の
働
き
が
慢
性
的
に
低
下
し

て
い
く
病
気
を
慢
性
腎
臓
病
と

言
い
ま
す
。
実
は
慢
性
腎
臓
病

の
患
者
さ
ん
は
、
国
内
に
千
三

百
万
人
以
上
も
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

腎
臓
病
に
は
自
覚
症
状
が
な
い

慢
性
腎
臓
病
は
ほ
と
ん
ど
初

期
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
自
分
で
早
期
発
見
す
る
事

は
大
変
に
難
し
い
の
で
す
。
し

か
も
、
腎
臓
は
一
度
悪
く
な
る

と
元
に
戻
り
に
く
く
、
進
行
す

る
と
腎
不
全
に
な
り
透
析
治
療

が
必
要
に
な
る
事
が
あ
り
ま

す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
は
!?

健
康
診
断
で
の
尿
・
血
液
検

査
が
重
要
で
す
。

大
切
な
検
査
は
次
の
３
つ
で

す
。

・
尿
た
ん
ぱ
く
…
腎
臓
に
し
ょ

う
が
い
が
あ
る
と
尿
中
に

た
ん
ぱ
く
（
蛋
白
質
）
が

漏
れ
出
し
ま
す
。

・
尿
潜
血
…
腎
臓
の
炎
症
（
腎

炎
）、
も
し
く
は
泌
尿
器
的

な
疾
患
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

・
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
…
老
廃

物
の
一
種
で
す
。
腎
臓
が

健
康
で
あ
れ
ば
尿
中
に
排

出
さ
れ
ま
す
が
、
腎
機
能

が
低
下
す
る
と
、
ゴ
ミ
捨

て
が
下
手
に
な
り
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
が
血
中
に
溜
ま
っ

て
い
き
ま
す
。

早
期
発
見→

早
期
治
療
で
腎
臓

は
守
れ
ま
す
！

健
診
で
こ
れ
ら
の
検
査
に
引

っ
か
か
っ
た
人
は
要
注
意
で

す
。
自
覚
症
状
が
無
く
て
も
、

早
期
発
見
の
た
め
受
診
が
必
要

で
す
。
す
で
に
腎
臓
病
が
あ
る

人
で
も
、
適
切
な
治
療
に
よ
り
、

透
析
療
法
を
回
避
で
き
た
り
先

延
ば
し
に
で
き
ま
す
。

我
々
は
湖
北
地
方
で
唯
一
の

腎
臓
内
科
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

腎
臓
を
守
る
べ
く
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
腎
臓
に
不
安
の
あ

る
人
は
腎
臓
内
科
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
市
立
長
浜
病
院
（
7
６
８

―
２
３
０
０(

代
表)

）

市立長浜病院
内分泌・腎臓内科
森田　善方 先生

健康

全乳がんの５～10％には、特定の遺伝子の変異によって“がんを発症しやすい体質”が遺伝する、『遺伝性（家
族性）乳がん』と呼ばれるものがあります。このがんには、“比較的若くして”そして“卵巣がんなどのがんにも
なりやすい”などの特徴があります。しかし、基本的には一般的な乳がんと同様に、早期発見・早期治療が有効で
す。また、早い段階からこの体質をお持ちかどうか知っていただくことが、自分自身と大切な家族への適切な医療
へと結びつきます。
市立長浜病院では平成23年５月より遺伝カウンセリングを開設し、専門の医師・看護師による相談対応と遺伝

性（家族性）乳がんの遺伝子検査ができるようになりました。まずは気軽に問合せください。

下記の項目に1つ以上あてはまる人は『家族性乳がん・卵巣がん』の可能性があると考えられます。
お心あたりのある人は、専門の医師または当院のがん相談支援センターまで相談ください。

■問・■申市立長浜病院　がん相談支援センター（7
６８－２３５４<直通>、FAX６５－２７３０、
Eメールsoudan@nagahama-hp.jp）

市立病院通信 -⑨-

乳がんの遺伝カウンセリングについて

□50歳未満で乳がんと診断された
□自身または家族が「両側性の乳がん」または「乳がんと卵巣がん」と診断された
□男性で乳がんと診断された
□父方あるいは母方どちらか一方の血縁者に２人以上の乳がんまたは卵巣がんがいる
□血縁者にすでに遺伝性(家族性)乳がんの遺伝子変異が見つかっている

＜遺伝カウンセリングのご案内＞
【診療日時】毎週火・木曜日　15時～17時（完全予約制）
【料　　金】初　回 6,000円（税込）

２回目以降　3,000円（税込）
・遺伝カウンセリングは医療保険対象外です。
・遺伝子検査は別途、実費負担となります。

リンパ浮腫とはがんの治療(手術や放射線療法)によりリンパ液の流れが悪くなり腕や足が腫れた状態をい
います。
リンパ浮腫外来では、医師の指示を受けた看護師がリンパ浮腫を改善させるケアや悪化させない生活の方

法を一緒に考え、支援します。
【対　象】がんの治療に伴うリンパ浮腫で悩んでいる人

(当院の乳腺外来･産婦人科外来･ 泌尿器科外来にて受診･治療歴がある人)
【外来日】毎週金曜　13時～16時(完全予約制)

※リンパ浮腫外来の予約には事前に当院対象科外来の受診が必要です。
詳しくは下記までお問合わせください。

【場　所】市立長浜病院　外科外来処置室
【料　金】20分　2,100円(税込)

※リンパ浮腫外来は医療保険の対象外です。
※症状に応じて異なりますが、一人当たり約60～90分の時間を要します。

第１回　後期高齢者医療制度のしくみ
後期高齢者医療制度は、各都道府県単位の「広域連合」を運営主体として、75歳以上の人（お

よび一定以上のしょうがいにより認定を受けた65歳以上の人）を対象としています。この制度で
は、医療機関での窓口負担を除いた医療費について以下の割合で
負担し、高齢者の医療を国民みんなで支えています。
●国や県、市町が負担する公費・・・・・・・・約５割
●若い世代の支援金・・・・・・・・・・・・・約４割
●後期高齢者医療の被保険者が納める保険料・・約１割

医療費は年々増加しています。医療費の増加は制度の財政を圧
迫し、皆さんにご負担いただく保険料の増額にもつながりかねま
せん。限りある医療費の適正化のためにも、健康や医療について
考えてみましょう。

①休日や夜間に救急医療機関を受診しようとする際には、平日の時間内に受診することができな
いか、もう一度考えてみましょう。

②同じ病気で複数の医療機関を必要以上に受診するのは控えましょう。重複する検査や投薬によ
り、かえって体に悪影響があるおそれがあります。

③後発医薬品（ジェネリック医薬品）は先発医薬品と同等の効能効果を持ち、費用もおおむね安
く済みますので、医療機関窓口で利用について相談してみましょう。

～安定した制度で高齢者医療を守るために～

公費約５割

支援金
約４割

保険料
約１割

こころがけよう、受診のマナー
～医療機関での適正な受診を～

■問保険医療課（7６５－６５２７）、各支所福祉生活課、
滋賀県後期高齢者医療広域連合（7０７７－５２２－３０１３）

■問市立長浜病院　外来 高山・4東病棟 宮}（7６８－２３００＜代表＞）

リ ン パ 浮 腫 来 ご 内外 の 案
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多文化共生・消費生活相談

シチメンチョウのオーブン焼き、ローストポーク、
サウピカゥン（マヨネーズのサラダ）、ファロファ
（トウモロコシ粉で作った料理）、パネトーネ(甘いパ
ン)、シャンペン等、美味しいごちそうを思い浮かべ
るとすごく幸せな気分になります。もうすぐ、クリ
スマスです!! 私にとって一年で一番楽しい日はクリ
スマスです。キラキラ光るクリスマスツリー、その
ツリーの下にはカラフルな紙に包まれたプレゼント、
クリスマスディナーのために飾られたテーブル．．．
やはりこの日は特別なのです。
12月24日はとても忙しいので、家族で手分けを

してプレゼントを買いに行ったり、ディナー等の支
度をしたりします。そして、家族が全員集まってク
リスマスパーティーを行います。それぞれの家庭に
よりますが、０時になるのを待ってシャンペンを開
け、みんなで乾杯をして、「クリスマスおめでとう！」
と挨拶をし、それから美味しいごちそうを食べてプ

レゼント交換をします。子どもたちには待ちきれな
いのでプレゼントを先に開けることが許されます。
そして、25日になると親戚が遊びに来て、話をした
り、ごちそうを食べたりします。
ブラジルでは、この特別な日に、パーティーだけ

を行うのではなく、国民が暖かい心を持って様々な
キャンペーンを行います。例えば会社で、社員たち
に頼んで、使わなくなったおもちゃや洋服を集めて
いろんな福祉施設に寄付をしたり、様々なNPOが、
料理やスープ等を作って食事に困った人に配ったり、
誰かがサンタさんの役を演じて、児童養護施設にい
る子どもたちにプレゼントを配ったりします。特別
な日に見られる子どもたちの幸せな顔が最高です!! 

Feliz Natal e Próspero Ano Novo!! (楽しいクリスマ
スを、そして幸福な新年を!!)

長浜市国際交流員
ソランジェ

ソランジェの「かけがえのないクリスマス」

消費生活相談コーナー 消費生活相談コーナー 

■問環境保全課消費生活相談窓口（7６５－６５６７）

文化財
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年
（
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野

村
・
三
田
町
付
近
で
行
わ
れ
た
姉
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戦
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、
浅
井
軍
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援
軍
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し
て
越
前
か
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駆
け
つ
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倉
景
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さ
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わ
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。
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。

三
田
村
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館
跡
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も
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伝
正
寺
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ょ
う
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し
て
一
辺
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ル
、

高
さ
３
メ
ー
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度
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防
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果
た
し
た
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が
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好
な
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残
っ
て
い
ま
す
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跡
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容
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認
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し
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係
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深
い
京
極
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米
原
市
に

あ
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上
平
寺
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へ
い
じ

に
居
館
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え
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と
さ

れ
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正
２
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１
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年
）
か
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大
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年
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し
ま
す
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文
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え
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わ
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し
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た
こ
と
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か
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え
ま
す
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次
に
、
防
御
機
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を
高
め
る
か
の

よ
う
に
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約
２
倍
の
高
さ
に
改
築
さ

れ
た
新
し
い
時
期
の
土
塁
は
、
16
世

紀
前
半
以
降
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
の
湖
北
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方
は
、
守
護
大

名
か
ら
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国
大
名
へ
と
地
域
支
配
の

あ
り
か
た
が
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化
し
て
い
く
時
期
、

具
体
的
に
い
う
と
そ
れ
ま
で
の
京
極

氏
の
支
配
か
ら
、
浅
井
氏
へ
と
政
権

が
交
代
す
る
時
期
に
当
た
り
ま
す
。

浅
井
氏
が
小
谷
城
を
築
城
し
た
と
考

え
ら
れ
る
、
大
永
３
年
（
１
５
２
３

年
）
か
ら
５
年
（
１
５
２
５
年
）
と

も
近
く
、
浅
井
氏
が
在
地
で
の
勢
力

基
盤
を
確
立
し
て
い
く
中
で
、
在
地

土
豪
と
の
関
係
も
強
め
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
中
、
三
田
村

氏
も
自
ら
の
居
館
の
防
御
機
能
を
高

め
る
必
要
性
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

※
被
官
　
時
代
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

戦
国
時
代
で
は
守
護
な
ど
の
家
臣
と

な
っ
た
土
豪
。

※
土
豪
　
そ
の
土
地
で
勢
力
の
あ
る
者
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シリーズ⑧
 

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り耀いています。このコ
ーナーでは、428件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成23年10月１日現在

■問
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー

（
7
６
４
―
０
３
９
５
）

▲三田村氏館跡

三
田
村
氏
館
跡
の
位
置
図

▲

「お金をあげる」など不審なメールは信用しないで！！

国史跡

北近江城館跡群三田村氏館跡　　
平成19年７月26日追加指定・名称変更　三田町地先

野村橋北詰 

365

野村西 

北野神社 

天満神社 

伝正寺 

了西寺 

浅井郵便局 

野村町 

〒 

三田村氏館跡 

ワンポイント
ポルトガル語講座

Árvore
アールヴォレ

de
デ

Natal
ナ タ ウ

→クリスマスツリー

以前から出会い系サイトで高額な利用料を支払っていました。ある時「今まで支払った利用
料をお返ししますので、会いましょう」とメールが来ました。その言葉を信用して約束の場所
に行きましたが相手はいっこうに現れません。待っている間「何時になりそう？」「今いる場所
を詳しく教えて欲しい？」など、メールのやり取りをするためにしぶしぶポイントを購入してしまいました。
そのポイント料金を返してもらえないでしょうか。（20歳代　女性）

「お金をあげたい」などといった迷惑メールから出会い系サイトに誘導され、相手の巧妙な言葉を信じてやり
取りをするうちに高額な利用料を支払ってしまったという相談が増えています。
このようなサイトは、通常のメールとは異なり、ポイントを購入し、そのポイントを使ってサイト内でメール

を行う仕組みになっていることがほとんどです。相手は様々な口実でメールを続けるように誘導するので、気が
付いた時には多額のポイント料金を支払ってしまいます。
メール相手が出会い系サイトの「サクラ」であることも考えられますが、証明することは難しく、お金を取り

戻すことは困難です。うまい話には注意し、ネット上の見知らぬ相手を信用しすぎないように注意しましょう。

↓

我
が
家
の
手
作
り
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
☆
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情報

■問びわ湖検定実行委員会　事務局
㈱JTB西日本　大津支店
（7０７７－５２２－９２５８、
http://www.ohmi.or.jp/kentei/

漫画を描きながら話す独自のスタイ
ルで子育ての秘訣を伝授します。
【と　き】12月10日(土)

13時30分～15時(13時開場)
【ところ】湖北文化ホール（湖北町速水）
【講　師】育児漫画家　高野優氏
【入場料】前売り500円　当日800円
【定　員】260人

※託児あり（１人100円）
■問湖北公民館（7７８－１２８７）

「赤ちゃんはおなかの中で何をしてい
るの？」妊娠前・妊娠初期から知って
おきたい胎児の知識を学びましょう。
【と　き】12月13日(火)

10時30分～11時30分
【ところ】サンサンランド（地福寺町）
【対　象】市内在住の妊娠初期～中期

の妊婦さんとパートナー、
妊娠を計画中の人とパート
ナー

【講　師】呉　東進氏（京都大学大学
院医学研究科・エコチル調
査京都ユニットセンター特
定教授）

【定　員】30人（先着順）
【申込み】前日までに電話で下記まで
■問■申健康推進課（7６５－７７７９）

ん・おにぎり・いなり寿
司・まぐろのすきみ丼

■問長浜地方卸売市場(7６３－４０００)

【と　き】平成24年３月３日(土)
14時開演

【ところ】虎姫文化ホール（宮部町）
【出　演】笑福亭松喬、笑福亭銀瓶、

桂佐ん吉、虹友美「なない
ろ三味線」

【入場料】前売券1,500円
(当日券2,000円)

【前売り】長浜文化芸術会館、浅井文
化ホール、びわ文化学習セ
ンター、虎姫支所地域振興
課、木之本支所地域振興課

■問長浜文化芸術会館（7６３－７４
００）

滋賀に関する知識を問う検定試験です。
滋賀の良さ・宝物を再発見しよう！
【と　き】１月29日(日)13時30分～
【ところ】滋賀県立大学（彦根市八坂町）

他３会場
【受験料】１級5,000円、２級3,500

円、３級2,000円
【合格特典】合格者カード、協力施設で

のサービス、利用割引など
【申込期間】12月12日（月）まで

※消印有効
詳しくは受験案内またはびわ湖検定
HPをご覧ください。受験案内・申込
書は市役所、大型書店等に設置して
います。

旧ソ連邦またはモンゴル国の地域に
おける戦後強制抑留者で、平成22年
６月16日に日本国籍を有する存命の
人を対象に特別給付金を支給してい
ます。請求受付期間は、平成24年３
月31日です。請求書をお持ちでない
人にはお送りしますので、下記まで
ご連絡ください。
■問 (独)平和祈念事業特別基金
（7０５７０－０５９－２０４）
（平日９時～18時のみ）

○特定（産業別）最低賃金

○滋賀県最低賃金　時間額　709円
（平成23年10月20日発効）
■問滋賀労働局賃金室
（7０７７－５２２－６６５４）
彦根労働基準監督署
（7０７４９－２２－０６５４）

【と　き】12月10日(土)11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【内 容】特売セール、福引、三角く

じ抽選、鍋物コーナー、
100円均一コーナー、うど

戦後抑留者への特別給付金

催し・行事

平成23年度滋賀県最低賃金

きゃんせ土曜市

第４回びわ湖検定

プレママ・プレパパ講座

ながはま寄席　豪快松喬

有
料
広
告
欄

サラ金・クレジット・過払い請求 

返しても返しても、少しも減らない借金･･･ 
誰にも相談できずに悩んでいませんか？ 
勇気を出してご相談下さい！ 

お　悩　み 
解決します 借金の 

あい湖司法書士事務所 
通話無料 0120-001-694  

相談無料　分割払可能　秘密厳守 TEL 077-527-0023 
大津市京町三丁目3番1号 
A&M・OTSUビル2F

ひ    ど 

司法書士／飛渡 あい子・飛渡 貴之 

JR大津駅徒歩3分 
土・日・祝、夜間 
相談可（要予約） 

情報

クリスマス～お正月～春まで楽しめ
る寄せ植え。おひとりでも、親子で
も皆さんの参加をお待ちしています。
【とき・ところ】
☆12月16日(金)18時30分～20時30分
湖北公民館（湖北町速水）
☆12月17日（土）10時～12時
養蚕の館（相撲町）

【対　象】市内在住、または通勤・通
学している人

【定　員】各30人（先着順）
【申込み】12月１日(木)から電話で下

記まで
【参加費】大人2,000円、中学生以下

500円（当日徴収）
【持ち物】参加費、移植ごて、汚れて

もよい服装、袋（作品持ち
帰り用）

■問長浜市住みよい緑のまちづくりの
会事務局＜都市計画課内＞（7６
５－６５４１）

【と　き】第１回　12月14日(水)
「楽にできる介護方法」
第２回　12月21日(水)
「家庭でできる軽運動」
※両日とも14時～15時30分

【ところ】高月福祉ステーション
（高月町西物部）
※事前申込不要

■問リハビリデイ湯本（7５０－３６
９１、平日９時～13時）

友達と一緒に筆の持ち方や筆づかい、
書き方を学び伝統文化に親しもう。
【と　き】12月24日(土)

①３・４年生９時～10時20分
②５・６年生10時30分～12時

【ところ】サンサンランド（地福寺町）
【定　員】①、②各20人（先着順）
【持ち物】習字道具（太筆・墨汁・文

鎮・水入れ）、作品つづり
（新聞紙15枚分）、雑巾

【参加費】１人200円
【申込み】12月３日(土)９時から電話

で下記まで
■問■申サンサンランド（7６５－６４３３）

【と　き】12月25日(日)
13時30分～15時30分

【ところ】長浜市民交流センター
（地福寺町）

【講　師】草月流　大村シゲ先生
【定　員】20人（先着順）
【参加費】3,000円
【持ち物】花器、剣山、花バサミ、タ

オル、ごみ袋、ボール
【申込み】12月５日(月)～15日(木)に参

加費を添えて下記窓口まで
■問長浜市民交流センター
（7６５－３３６６）

【と　き】12月６日(火)10時～14時
12月17日(土)12時～16時

【ところ】長浜市民交流センター相談室
【相談員】下地久美子さん(臨床心理士)
【料　金】無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守
■申平日：人権施策推進課
(7６５－６５５６　専用ダイヤル)
土日：長浜市民交流センター
(7６５－３３６６)

【長浜地域】12月22日(木)18時～20時
長浜市民交流センター

【浅井地域】12月22日(木)17時～19時
湯田公民館

【びわ地域】12月22日(木)19時30分～21時
びわ支所１階会議室

【虎姫地域】12月16日(金)18時～20時
時遊館

【湖北地域】12月15日(木)18時～20時
湖北福祉ステーション

【高月地域】12月14日(水)13時～15時

高月支所4階4 -A会議室
【木之本地域】12月15日(木)15時～17時

公立木之本公民館
【余呉地域】12月24日(土)13時～16時

山村開発センター
【西浅井地域】随時（執務時間中）

西浅井支所で取次
■問農政課(7６５－６５２２)

お花の寄せ植え教室

家族介護教室

冬休み書道教室

迎春用生け花講習会

結婚相談

12月の税・料
固定資産税　　　　　　　第４期
都市計画税　　　　　　　第４期
国民健康保険料　　　　　第７期
介護保険料　　　　　　　第７期
後期高齢者医療保険料　　第６期

【お詫びと訂正】
広報ながはま11月15日号の次の箇所に誤
りがありました。お詫びして訂正します。

13頁ＢＣＧ（結核）予防接種の浅井・虎
姫・湖北・びわ・高月・木之本・余呉・
西浅井地区の日程
誤：12月２日(水) 正：12月２日(金)

15頁インフォメーションの催し・行事の名称
誤：長浜高等学校　冬の販売会　
正：長浜高等養護学校　冬の販売会

お知らせ

相　　談
女性の悩み相談(要予約)

講座・教室
高野優の子育て講演会　

不用品交換情報（11月15日現在）
あげます（無料）
○犬小屋
ください（無料）
○地デジチューナー○玄米の保管庫
○介護用電動ベッド○車イス○女児
用自転車（24インチ）○石油ストー
ブ○洗濯機○チャイルドシート○ベ
ビーゲート
ゆずります（有料）
○ハロゲンヒーター（２台）
ゆずってください（有料）
○孵卵器○ダブルベッド
■問環境保全課(7６５－６５１３)
現物は保管していません

【診療日】12月４日、11日、18日、23
日、25日、30日、31日
１月１日、２、３日、８日、
９日、15日、22日、29日

【診療時間】９時～18時
【受付時間】８時30分～11時30分

12時30分～17時30分
【場　所】八幡東町６３２番地

（長浜市保健センター内）
【電話番号】６５－１５２５
※受診時は保険証・お薬手帳をお忘れなく。
■問健康推進課（7６５－７７７９）

長浜米原休日急患診療所
12・１月の診療日のお知らせ

検　　定

妊娠25週～ママの
声を聞いてるよ♪♪

(平成23年12月31日発効)

新繊維工業

窯業・土石製品製造業

鉄鋼業

一般機械器具製造業

精密機械器具製造業

電気機械器具製造業

自動車・同附属品製造業

各種商品製造業

時間額

736円

821円

775円

822円

806円

804円

824円

751円



植物油インキで印刷しています。 再生紙を使用しています
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Cまちの人口
平成23年11月1日現在　　人口　125,259人　　　男　61,356人　　　女　63,903人　　　世帯数　44,741世帯

10月中の異動　　　　　　転入　258人　　転出　283人　　出生　93人　　死亡　110人　　婚姻　60件
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※このコーナーは、市内にお住まいの子どもたちの顔写真を掲載するコーナーです。笑顔あふれる元気あふれる子どもたちの写真を募集
しています。まずは、企画広報課広報広聴グループ（7６５－６５０４）まで電話にて申込みください。

お知
らせ

「広報ながはま」は、各自治会を通じお届けすることを原則としていますが、市民交流センターや図書館、公民館など市の
公共施設にも設置しています。また、市のホームページでもご覧いただけますので、ご活用ください。

シリーズ⑪ 

西池（周囲約1.7km、面積10.6ha）は、大和朝

廷の時代、蘇我
そ が

氏との政争に敗れ、この地に落ち

延びた物部守屋
ものの べ の も り や

が干ばつに苦しむ農民のために作

らせたと伝えられています。

夏には池一面に薄紅色の美しいハスの花が咲き

誇り、また、秋から冬にかけては、遠くシベリア

から多くの水鳥が飛来し、長旅で疲れた羽を休め

ます。水鳥でにぎわうその光景は、まさに野鳥の

楽園です。

西池の近くには守屋が隠れ住んだと伝わる

「本宮
ほんぐ う

の岩屋」や守屋の霊を祀った「波久奴
は ぎ の

神社」

もあります。平成22年には、その価値が認められ、

農林水産省の「ため池百選」に選定されました。

豊かな自然が残る西池は、現在も貴重な水源と

して、地域にうるおいを与えています。

※このコーナーでは、「ながはま百景」に選ばれた景観を毎月紹介します。

■問 都市計画課（7６５－６５６２）

野鳥の楽園 西池
に し い け

(所在地　池奥町・高畑町)

▲西池で羽を休める水鳥

▼波久奴神社


